
ムーバ N 5051データリンクソフ 


取扱説明書 

•ご使用の前に必ず、本取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。 

籲「データリンクケーブル N 001、 N 002」（以下、「データリンクケーブル」と記述）のパソコン側の接続部 
は、 D - SUB 9 ピン(メス)です。シリアル端子が D - SUB 9 ピン(オス)以外のパソコンをお使いの方は、市販 
の変換コネクタをご使用ください。 

籲本製品は、厶ーバ N 5051とノ、°ソコンとをデータリンクケーブルまたは 「 USB データリンクケーブル F 001 J 
(以下、 「 USB ケーブル」と記述)で接続してご利用いただけます。なお、本取扱説明書では、厶ーバ N 5051 
を「厶ーパ」と記載しています。 

籲厶ーパの取扱説明書もあわせてご覧ください。 

• Microsoft ⑧、 Windows ® は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

-その他記載している会社名、製品名は各社の登録商標および商標です。 


•お問い合わせ先 


厶ーノ（について （ ドコモグループ各社） 


ドコモの携帯 • 自動車電話/ PHS からの場合 

一般電話等からの場合 

(局番なしの） 151 (無料） 

01 20-800-000 

※ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間 

※一般電話からはご利用になれません。 

違いないようおかけください。 

データリンクソフトについて 


NEC (モバイルターミナル営業本部） 


豳0120 -102-001 


受付時間：平日午前9 : 00-12 ： 00 

午後1 : 00〜5 : 00 

(土 •日•祝日 • NEC 所定の休日を除く） 



ご注意 

(1) 本書の内容の一部または全部を、無断で他に転載することは禁止されています。ソフトウェアについて 
も内容の一部または全部を無断で複写することは、ソフトウェアをバックアップする場合を除き禁止さ 
れています。 

(2) 本書の内容は、将来予告なしに変更することがあります。 

(3) 本書の内容は万全を期して作成しております。万一、ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきの点が 
ありましたらご連絡ください。 

(4) 運用した結果の影響については、 （3) 項に関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

Copyright © NEC Corporation 2003 


輸出する際の注意事項 

本ソフトウェアは、日本国内仕様であり、外国の規格などには準拠しておりません。本ソフトウェアを日 
本国外で使用された場合、当社は責任を負いかねます。また、当社は本ソフトウェアに関して海外での保 
守サービスおよび技術的サボート等は行っておりません。 
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データリンクソフトの特長 


データリンクソフトでは、次のデータを扱うことができます。 


• ，纤帳 

厶ーバの電話帳データを編集することができます。 

•テキストメモ 

厶ーバのテキストメモデータを編集することができます。 

• i モー ドメール 

送信/受信メールデータを厶ーバから読み込むことおよび厶ーバへ書き込むことができます。 
また、メールを新規作成して厶ーバへ転送することができます。 

•定型文 

厶ーバの定型文データを編集することができます。 

癱ブック マーク 

厶ーバのブックマークデータを編集することができます。 


♦オリジナルアルバム 

厶ーバで撮影した画像をパソコンに転送し、保存することができます。また、パソコンに保存してある 
画像を厶ーバのオリジナルアルバムに転送し、追加することができます。 

※厶ーパに保存されている画像をデータリンクソフトから削除することはできません。 

•オリジナル着信音 

データリンクソフトで作成したオリジナル着信音を厶ーバへ書き込むことができます。 

※著作権のあるオリジナル着信音は扱うことができません。 

•スケジュール / ToDo 

厶ーバのスケジュール / ToDo / 休日/記念日を編集することができます。 


必要な動作環境 

データリンクソフトは、次の八ードウエアおよびソフトウェアで動作します。 


項目 

説 明 

パソコン本体 

PC / AT 互換機で、シリアルポートまたは USB ポートが使用できる機種 

〇 S 

日本語 Microsoft ® Windows ®98、 Windows ® Me 、 Windows ® 2000 Professional または 
Windows ® XP 

(以降、これらの OS を Windows と表記します） 

必要メモリ 

32 MB 以上を推奨 

HDD 容量 

空き容量 20 MB 以上 

その他 

オリジナル着信音を再生するには、 MIDI 再生機能が必要 


•シリアルポートまたは USB ポートを利用できる状態にしておいてくださしヽ。設定方法は、各パソコンに添 
§§ 付のマニュアルをご覧ください。 

• USB ポートをご利用の場合は、 USB ケーブルの取扱説明書をご覧ください。 
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インス I ル 

本製品のインストールファイルをホームページからダウン□ー ドして、解凍してください。解凍したファ 
イルの保存先（ドライブ名およびフオルダ名）は、それぞれ書き留めておくことをおすすめします。 


uy •インス!-ールプ□グラムを起動する前に、スクリーンセーバーや起動しているアプリケーションをすべて終 
了してください。システムファイルや共有ファイルが使用中となっていると、正常にインス!-ールできない 
場合があります。 

籲 Windows® 2000、 XP にインス! -ー ルするときは、管理者権限のある ユーザーで □グインしてからインス 
I-ールしてください。 


インス I -ール操作_ 

ここでは、 Windows® XP を例にインストール方法を説明します。 

1 Windows を起動する 

2 [スタート]-[コント□—ルパネル]を選択する 

【コント□ールパネル】画面が表示されます。 

3 「プ□グラムの追加と削除」アイコンをダブルクリックする 

【プ□グラムの追加と削除】画面が表示されます。 

4 <プログラムの追加>ポタンー < CD またはフロッピー>ポタンを押す 

【フロッピーディスクまたは CD-ROM からのインス!ル】画面が表示されます。 

5 <次へ>ポタンを押す 

【インストールプ□グラムの実行】画面が表示されます。 

6 く参照〉ポタンを押して解凍先のドライブ、 N 505 LDTLK フォルダ内の“ Setup . exe ” を指定し、く完了 
>ポタンを押す 



むストニル ブ□グラム の実行 


表示されているインストルプ□クラムが正しい塌合は、院了]钻リ 
ッウしてくださ U もう一度自劻検索！^埸合は、展る]钻リッりしてく 
ださい。自分ンストルプ□クラムを探 t 埸合は、[参照] t り M 
してください。 


rc：¥Program Files¥ N505 i¥Diski ^SetuaexeJ 


mm... 


< 戻が旦） 」[ 完了 


キやンセル 


データリンクソフトのインスI-ールプログラムが起動します。 

7<次へ>ポタンを押す 

【厶ーバN5051データリンクソフトセツトアップ】画面が表示されます。 
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8 画面の説明に従ってインス!-ールする 

【インス!ル先の選択】画面で、表示されているインス!-ール先のフォルダを変更する場合は、<参照> 
ボタンを押し、インストール先のドライブ、フオルダを指定します。 



インス I -ールが完了すると、[スタート]メニューの[プ□グラム]に[厶ーバ N 5051データリンクソフト] 
が追加されます。 


1 雜 •インス!ル先のフォルダは、最上位フォルダ (C:¥、D:¥ 等)以外を指定してください。 

I 大切 


( ((〇〇 • 本ソフトを使わなくなった場合は、【プログラムの変更と削除】ボタンを押して「厶ーバN5051データリン 
クソフト」の削除を指定し、アンインスト ー ルしてください。 


ムーバとパソコンとの接続 

データリンクケーブルまたは USB ケーブルを利用し、厶ーバとパソコンとを接続します。 

各ケーブルとパソコンおよび厶ーバとの接続については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 


曲 • データリンクケーブルは、厶ーバとパソコンのシリアルポートを接続するための専用ケーブルです(パソコ 
§§ ンと厶ーパとの接続以外にはご使用にならないでください)。 

•データリンクケーブルは、 D-SUB9 ピン(オス）シリアルポートを持つパソコンと接続します。 D-SUB9 ピ 
ンのコネクタ以外を持つパソコン（ノー トパソコンなど専用コネクタを使用している場合）と接続するには、 
市販の変換コネクタを接続してご利用ください。 

• USB ケーブルは、厶ーバとパソコンの USB ポートを接続するための専用ケーブルです(パソコンと厶ーバ 
の接続以外にはご使用にならないでください)。 

• コネクタは、無理に差し込まないでください。各コネクタは、正しい向きおよび正しい角度で差し込まない 
と接続できません。 

正しく差し込んだときは、強い力を入れなくてもスムーズに差し込めるようになっています。うまく差し込 
めないときは、無理に差し込まず、もう一度コネクタの形や向きを確認してください。 

• 本ソフトのご利用にあたっては、必ず専用の接続ケーブル(データリンクケーブルまたは USB ケーブル)を 
ご使用ください。本ソフトによって規定された以外の使い方をした場合の動作は保証致しません。 

•ムーパとパソコンを接続したままパソコンの電源を切り、放置しておくと、ムーバの電池を消耗します。 
ムーバとパソコン間のデータ転送が終了したら、必ずムーバからデータリンクケーブルまたは USB ケーブ 
ルを外してください。 
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データリンクソ7卜の起動と終了 

ここでは、データリンクソフトの起動と終了について説明します。 


起動操作 


[スタート]一[すべてのプ□グラム]から[ムーバ N 5051データリンクソフト]を選択する 


，ノ マイドキュメント 
j 最近使ったファイル®) 
マイビクチャ 



Adobe Acrobat 4.0 
© アりセサリ 
Q ゲ-ム 
西 ストアップ 
^ Internet Explorer 
MSN Explorer 
咬 Outlook Express 
© Windows Media Player 
•S Windows Messenger 


データリンクソフトが起動し、【初期環境設定】画面が表示されます。 

2 [初期環境設定]画面でポート番号と通信速度を設定する 


初期琛埔設定 


黷 I 讀 t ? 齡 f f ボー トと 


|C0M1 

1 

138400 bps 

~3 

138400 bps 


111520 0bps 

i 


通常は 38400 bps を選択してください。1152〇〇 bps を選択した場合、転送時間は短くなりますが、 
エラーが発生することがあります。 

3 <0 K > ポタンを押す 

【メモリダイヤル】画面が表示されます。 



(((〇〇#起動時に表示する画面は、【環境設定】画面で変更できます。 

便利 


終了操作_ 

1 [ファイル]-[アプリケーションの終了]を選択する 

データリンクソフトが終了します。 
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